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口腔内直接治療を高水準標準化し、無駄な削りの無い理想の低侵襲歯科治療の普及を目指す
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＜クリアインデックスとホルダーによる歯の修復治療の標準化＞

遠隔の歯科医院より送られた患者口腔内データを基に、本技術により作製されたクリアインデックスとホルダーを提供す
ることで、依頼元の歯科医院では、デジタルデザイン・治療計画通りのCR修復を口腔内で行うことが可能となる。将来的に
は、現在歯科医師や歯科技工士が手作業で行っており制作に時間を要するため、歯列形態およびデジタルデザインの自動
化の開発による治療の標準化を目指す。

【お問合せ先】 徳島大学 研究支援・産官学連携センター 088-656-7592 rac-info@tokushima-u.ac.jp
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コンポジットレジン修復用新規インデックスシステム技術の開発

＜低侵襲歯科治療におけるコンポジットレジン修復では仕上がり精度が重要＞

近年むし歯治療は、従来の銀歯等をはめこむスタイルから、光重合型コンポジットレジン（CR）と呼ばれる白いつめもの充
填による、最小限の削りかつ治療回数の少ないスタイル（図１）への転換が起きている。一方で高度の治療プロセスを要求
されるため、治療結果は歯科医師の技量に影響され、最終形態修復がバラつくといった課題が残っている。

＜クリアインデックスシステムの開発により高精度の治療成果を実現＞

今回、デジタル技術を活用したクリアインデックスシステムを開発した。構成要素は軟性素材のインデックス(修復の最終
形態の型)とその歯列への適合精度を高めるスタビライゼーションホルダーからなる（図２）。歯科医師のデジタルデザイン
に基づく３Dプリンターを用いたインデックスにより、寸法精度の高い最終形態修復が可能となった。

 出願中特許

図１．クリアインデックスシステムによる
CR歯科修復例

図２．クリアインデックスシステムによる
CR歯科修復のフロー
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